
TTT-710
ターンテーブル

■最大100検体の自動測定が可能
用途に応じた4種類のテーブル（12、18、36、60検体）を用意。
さらにメーカーオプションで100検体テーブルでの測定も可能です。

■優れたメンテナンス性
電極洗浄槽と電極保存槽を装置前面に配置。
配管や電極などのメンテナンスがしやすくなりました。

■豊富な電極洗浄モードを用意
標準として純水によるシャワー洗浄を装備。
オプションにて薬液洗浄・バブリング洗浄・
エアーブローにも対応できます。

■恒温水槽付きターンテーブルを用意
（メーカーオプション）

JP17改正における製薬用水の電気伝導率測定など、一定温度におけ
る多検体測定を実施することができます。

（外付けの循環恒温水槽が別途必要です。）

■次検体撹拌機能を搭載（メーカーオプション）
次測定検体を事前撹拌することにより、測定液をあらかじめ混合して
おくことができます。
測定液の混合や反応などに時間を要する場合などに有効です。

■省スペース化に対応した
　分析計用設置台を用意
   （オプション）

対応機種
ｐＨメータ HM-42X/30R●電気伝導率計 CM-42X/30R
マルチ水質計 MM-43X/60R ● 自動滴定装置 AUT-701
酸度計 TA-70 ● 塩分計 TS-70
電位差滴定装置 TP-70 ● 自動ビュレット ABT-511
＊旧製品につきましてはお問い合わせください。

●マルチ水質計 MM-43X による
 多検体 pH・電気伝導率測定システム 

同一サンプルの pH・電気伝導率多検体同時測定が
可能です。

●電気伝導率計 CM-42X または
　マルチ水質計 MM-43X による

 JP17 製薬用水の多検体電気伝導率
   測定システム
25 ±1℃で最大 36 検体の自動測定が可能です。

●自動滴定装置 AUT-701による
 デュアル多検体自動滴定システム

異なる 2 種類の滴定項目の多検体滴定が可能です。

●自動ビュレット ABT-511による
 多検体試薬分注システム

一定量の試薬を多検体連続で分注することができます。

システム構築例

多検体の自動測定に対応多検体の自動測定に対応
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